
 

別 紙 

 

１ 活動名 ＴＲＣセミナー「まちの課題を解決する図書館」＠大阪 

      行政経営の新局面～図書館等の行政経営モデルを考える～  

 

２ 研修の目的 

(1) 研修の必要性 

議員として、公共施設の経営をどのような視点からチェックしていったらよいの

か知識を深める必要がある。 

  (2) 研修項目 

自治体経営リスクと政策再生 

 

３ 研修内容 

(1)  日時  平成２９年５月１６日 

(2) 会場  図書館流通センター 大阪支社 研修室 

  (3)  出席者  ２名  近藤晴彦 勝野智行 

  (4)  内容 

  ア 自治体経営の進化とリスク 

  イ 自治体経営・1980 年代の理論と実践 

  ウ 情報化を基盤とした事務事業の進化 

 

 (5) 成果・所感等 

  公共施設の自治体経営について、どのような視点をもってチェック等取り組めば

よいのか、ポイントを学ぶことができた。しかし、公共施設は多大にあり、個々の

状況も様々ある。今回の研修だけではまだまだ及ばないため、機会を捉えて研修会

に参加する中で、更に知識を高め、指定管理制度についても学習していきたいと思

う。 

   その他、別紙（主な研修内容）記載 

 

４ 政務活動費 

(1)  使途項目  研究研修費 

  (2)  支出額  研修参加費 10,000 円（5,000ｘ２） 

        交通費等は、徳島市・四国中央市視察調査費に含む。 

 

―以 上― 


